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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光表示装置を駆動するゲート駆動回路において、
　第１フレーム開始パルスに応答して、第１シフトレジスタ出力を出力する第１シフトレ
ジスタと、
　第２フレーム開始パルスに応答して、第２シフトレジスタ出力を出力する第２シフトレ
ジスタと、
　前記第１シフトレジスタ出力が入力され、第１反転制御信号によって、前記第１シフト
レジスタ出力を反転させて出力するか、又は前記第１シフトレジスタ出力を反転させずに
出力する第１インバータと、
　前記第２シフトレジスタ出力が入力され、第２反転制御信号によって、前記第２シフト
レジスタ出力を反転させて出力するか、又は前記第２シフトレジスタ出力を反転させずに
出力する第２インバータと、
を備え、
　前記第１シフトレジスタ及び前記第２シフトレジスタは、相互独立して動作し、
　前記第１インバータ及び前記第２インバータは、相互独立して動作し、
　前記第１シフトレジスタ及び前記第１インバータを通じて第１グループゲート駆動信号
が出力され、
　前記第２シフトレジスタ及び前記第２インバータを通じて第２グループゲート駆動信号
が出力され、
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　前記第１又は第２反転制御信号は、前記第１又は第２グループゲート駆動信号が供給さ
れる画素回路を具現化するトランジスタの型によって活性化又は非活性化される、
　ことを特徴とする、ゲート駆動回路。
【請求項２】
　前記第１インバータの出力及び前記第２インバータの出力の電圧レベルを調節するレベ
ルシフタと、
　前記レベルシフタの出力を一時的に保存して前記第１及び第２グループゲート駆動信号
として出力する出力バッファと、
をさらに備える
　ことを特徴とする、請求項１に記載のゲート駆動回路。
【請求項３】
　前記第１シフトレジスタは、少なくとも一つの第１シフトレジスタクロック信号に応答
して動作し、
　前記第２シフトレジスタは、少なくとも一つの第２シフトレジスタクロック信号に応答
して動作する
　ことを特徴とする、請求項１に記載のゲート駆動回路。
【請求項４】
　前記第１シフトレジスタは、第１パルス幅制御信号に応答して、前記第１グループゲー
ト駆動信号のパルス幅を調節し、
　前記第２シフトレジスタは、第２パルス幅制御信号に応答して、前記第２グループゲー
ト駆動信号のパルス幅を調節する
　ことを特徴とする、請求項１に記載のゲート駆動回路。
【請求項５】
　前記第１シフトレジスタは、少なくとも一つの第１シフトレジスタクロック信号に応答
して動作し、
　前記第２シフトレジスタは、少なくとも一つの第２シフトレジスタクロック信号に応答
して動作し、
　前記第１シフトレジスタは、前記第１パルス幅制御信号によって、前記第１フレーム開
始パルスが活性化される間、前記少なくとも一つの第１シフトレジスタクロック信号のレ
ベルに同期化されて動作するか、又は前記少なくとも一つの第１シフトレジスタクロック
信号の立ち上がりエッジ又は立ち下がりエッジをラッチするように動作し、
　前記第２シフトレジスタは、前記第２パルス幅制御信号によって、前記第２フレーム開
始パルスが活性化される間、前記少なくとも一つの第２シフトレジスタクロック信号のレ
ベルに同期化されて動作するか、又は前記少なくとも一つの第２シフトレジスタクロック
信号の立ち上がりエッジ又は立ち下がりエッジをラッチするように動作する
　ことを特徴とする、請求項４に記載のゲート駆動回路。
【請求項６】
　前記第１グループゲート駆動信号のパルス幅を調節する場合、前記第１シフトレジスタ
は、前記第１パルス幅制御信号を活性化させ、前記第１グループゲート駆動信号のパルス
幅に対応するように、前記第１フレーム開始パルスのパルス幅に調節し、
　前記第２グループゲート駆動信号のパルス幅を調節する場合、前記第２シフトレジスタ
は、前記第２パルス幅制御信号を活性化させ、前記第２グループゲート駆動信号のパルス
幅に対応するように、前記第２フレーム開始パルスのパルス幅に調節する
　ことを特徴とする、請求項５に記載のゲート駆動回路。
【請求項７】
　前記ゲート駆動回路は、出力チャネル選択信号によって、前記第１及び第２グループゲ
ート駆動信号の出力チャネルのうち、活性化される出力チャネルの数又は出力チャネルの
組み合わせを選択する
　ことを特徴とする、請求項１に記載のゲート駆動回路。
【請求項８】
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　前記ゲート駆動回路は、走査方向制御信号によって、前記第１及び第２グループゲート
駆動信号の出力チャネルの出力順序を制御する
　ことを特徴とする、請求項１に記載のゲート駆動回路。
【請求項９】
　前記ゲート駆動回路は、同時発光制御信号によって、前記第１及び第２グループゲート
駆動信号を順次に出力させるか、又は同時に出力させる
　ことを特徴とする、請求項１に記載のゲート駆動回路。
【請求項１０】
　前記第１又は第２グループゲート駆動信号がＰ型トランジスタで具現された前記画素回
路に供給される信号である場合、
　前記第１又は第２反転制御信号が活性化されて、前記第１又は第２インバータで前記第
１又は第２シフトレジスタの出力が反転されて出力される
　ことを特徴とする、請求項１に記載のゲート駆動回路。
【請求項１１】
　前記第１又は第２グループゲート駆動信号がＮ型トランジスタで具現された前記画素回
路に供給される信号である場合、
　前記第１又は第２反転制御信号が非活性化されて、前記第１又は第２インバータで前記
第１又は第２シフトレジスタの出力が反転されずに伝達されて出力される
　ことを特徴とする、請求項１に記載の、ゲート駆動回路。
【請求項１２】
　前記第１グループゲート駆動信号は、走査信号であり、
　前記第２グループゲート駆動信号は、発光制御信号である
　ことを特徴とする、請求項１に記載のゲート駆動回路。
【請求項１３】
　前記発光表示装置は、有機電界発光表示装置である
　ことを特徴とする、請求項１に記載のゲート駆動回路。
【請求項１４】
　有機電界発光表示装置を駆動するゲート駆動回路において、
　複数のグループのゲート駆動信号を出力し、各グループのゲート駆動信号を独立駆動し
、Ｐ型トランジスタ用ゲート駆動信号とＮ型トランジスタ用ゲート駆動信号とを生成でき
、ゲート駆動信号のグループを走査信号用グループと発光制御信号用グループとに割り当
て、走査信号と発光制御信号とを相互独立して生成して出力しうる
　ことを特徴とする、ゲート駆動回路。
【請求項１５】
　各グループのゲート駆動信号を生成するそれぞれの回路は、相互独立して構成され、別
個の制御信号によって駆動される
　ことを特徴とする、請求項１４に記載のゲート駆動回路。
【請求項１６】
　パルス幅制御信号及びフレーム開始パルスを利用して、ゲート駆動信号グループのパル
ス幅が調節される
　ことを特徴とする、請求項１４に記載のゲート駆動回路。
【請求項１７】
　同時発光制御信号を利用して、前記複数のグループのゲート駆動信号が同時に出力され
る
　ことを特徴とする、請求項１４に記載のゲート駆動回路。
【請求項１８】
　データライン及び走査ラインの交差部に配され、自発光素子を含む複数の画素と、
　前記複数の画素のそれぞれに前記走査ラインを通じて走査信号を出力し、発光制御ライ
ンを通じて発光制御信号を出力するゲート駆動部と、
　入力画像に対応するデータ信号を生成して、前記データラインを通じて前記複数の画素
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のそれぞれに出力するデータ駆動部と、
を備え、
　前記ゲート駆動部は、請求項１～１２、１４～１７のいずれか１項に記載のゲート駆動
回路を備える
　ことを特徴とする、有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ゲート駆動回路及びこれを利用した有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　発光表示装置は、入力データに対応するデータ信号を複数の画素回路に印加して各画素
の輝度を調節することによって、入力データを画像に変換してユーザに提供する。発光表
示装置は、それ自体が発光する素子（以下、自発光素子）を利用して具現されうる。自発
光素子としては、例えば、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ
　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）などがある。自発光素子を駆動する場合、データ信号
が入力される画素を選択する走査信号と、発光素子の発光を制御する発光制御信号とが生
成され、各画素に出力されうる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】大韓民国特許公報第１９９９－００１８７３９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明が解決しようとする課題の一つは、Ｎ型トランジスタで画素回路が具現された発
光表示装置用走査信号及び発光制御信号だけでなく、Ｐ型トランジスタで画素回路が具現
された発光表示装置用走査信号及び発光制御信号も生成できるゲート駆動回路を提供する
ことである。
【０００５】
　また、本発明が解決しようとする課題の一つは、一つのゲート駆動回路で走査信号と発
光制御信号とを共に生成して出力できるゲート駆動回路を提供することである。
【０００６】
　また、本発明が解決しようとする課題の一つは、走査信号及び発光制御信号のようなゲ
ート駆動信号のパルス幅の調節が可能なゲート駆動回路を提供することである。
【０００７】
　また、本発明が解決しようとする課題の一つは、発光表示装置の画素を同時に発光させ
る、発光制御信号を生成できるゲート駆動回路を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、次のような発光表示装置を駆
動するゲート駆動回路が提供される。このゲート駆動回路は、第１フレーム開始パルスに
応答して、第１シフトレジスタ出力を出力する第１シフトレジスタと、第２フレーム開始
パルスに応答して、第２シフトレジスタ出力を出力する第２シフトレジスタと、第１反転
制御信号によって、前記第１シフトレジスタ出力を反転させて出力するか、あるいはその
まま出力する第１インバータと、第２反転制御信号によって、前記第２シフトレジスタ出
力を反転させて出力するか、あるいはそのまま出力する第２インバータと、を備える。ま
た、前記第１シフトレジスタ及び前記第２シフトレジスタは、相互独立して動作する。さ
らに、前記第１インバータ及び前記第２インバータは、相互独立して動作し、前記第１シ
フトレジスタ及び前記第１インバータを通じて、第１グループゲート駆動信号が出力され
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、前記第２シフトレジスタ及び前記第２インバータを通じて、第２グループゲート駆動信
号が出力される。
【０００９】
　また、前記ゲート駆動回路は、前記第１インバータの出力及び前記第２インバータの出
力の電圧レベルを調節するレベルシフタと、前記レベルシフタの出力を臨時保存して前記
第１及び第２グループゲート駆動信号として出力する出力バッファと、をさらに備えてい
てもよい。
【００１０】
　また、前記第１シフトレジスタは、少なくとも一つの第１シフトレジスタクロック信号
に応答して動作してもよい。そして、前記第２シフトレジスタは、少なくとも一つの第２
シフトレジスタクロック信号に応答して動作してもよい。
【００１１】
　また、前記第１シフトレジスタは、第１パルス幅制御信号に応答して、前記第１グルー
プゲート駆動信号のパルス幅を調節し、前記第２シフトレジスタは、第２パルス幅制御信
号に応答して、前記第２グループゲート駆動信号のパルス幅を調節する。さらに詳細に説
明すれば、前記第１シフトレジスタは、少なくとも一つの第１シフトレジスタクロック信
号に応答して動作し、前記第２シフトレジスタは、少なくとも一つの第２シフトレジスタ
クロック信号に応答して動作し、前記第１シフトレジスタは、前記第１パルス幅制御信号
によって、前記第１フレーム開始パルスが活性化される間、前記少なくとも一つの第１シ
フトレジスタクロック信号のレベルに同期化されて動作するか、又は前記少なくとも一つ
の第１シフトレジスタクロック信号の立ち上がりエッジ又は立ち下がりエッジをラッチす
るように動作し、前記第２シフトレジスタは、前記第２パルス幅制御信号によって、前記
第２フレーム開始パルスが活性化される間、前記少なくとも一つの第２シフトレジスタク
ロック信号のレベルに同期化されて動作するか、又は前記少なくとも一つの第２シフトレ
ジスタクロック信号の立ち上がりエッジ又は立ち下がりエッジをラッチするように動作す
る。
【００１２】
　また、前記第１グループゲート駆動信号のパルス幅を調節する場合、前記第１パルス幅
制御信号を活性化させ、前記第１グループゲート駆動信号のパルス幅に対応するように、
前記第１フレーム開始パルスのパルス幅に調節し、前記第２グループゲート駆動信号のパ
ルス幅を調節する場合、前記第２パルス幅制御信号を活性化させ、前記第２グループゲー
ト駆動信号のパルス幅に対応するように、前記第２フレーム開始パルスのパルス幅に調節
しうる。
【００１３】
　また、前記ゲート駆動回路は、出力チャネル選択信号によって、前記第１及び第２グル
ープゲート駆動信号の出力チャネルのうち、活性化される出力チャネル数又は出力チャネ
ルの組み合わせを選択しうる。
【００１４】
　また、前記ゲート駆動回路は、走査方向制御信号によって、前記第１及び第２グループ
ゲート駆動信号出力チャネルの出力順序を制御しうる。
【００１５】
　また、前記ゲート駆動回路は、同時発光制御信号によって、前記第１及び第２グループ
ゲート駆動信号を順次に出力させるか、又は同時に出力させうる。
【００１６】
　また、前記第１又は第２グループゲート駆動信号がＰ型トランジスタで具現された画素
回路に供給される信号である場合、前記第１又は第２反転制御信号が活性化されて、前記
第１又は第２インバータで前記第１又は第２シフトレジスタ出力が反転されて出力される
。
【００１７】
　また、前記第１又は第２グループゲート駆動信号がＮ型トランジスタで具現された画素
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回路に供給される信号である場合、前記第１又は第２反転制御信号が非活性化されて、前
記第１又は第２インバータで前記第１又は第２シフトレジスタ出力がそのまま伝達されて
出力される。
【００１８】
　また、前記第１グループゲート駆動信号は、走査信号又は発光制御信号であってもよく
、前記第２グループゲート駆動信号は、走査信号又は発光制御信号であってもよい。すな
わち、第１グループゲート駆動信号と第２グループゲート駆動信号とは、異なる種類のゲ
ート駆動信号（例えば、第１グループゲート駆動信号は、走査信号であり、第２グループ
ゲート駆動信号は、発光制御信号である）であってもよい。
【００１９】
　また、前記発光表示装置は、有機電界発光表示装置であってもよい。
【００２０】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、次のような有機電界発
光表示装置を駆動するゲート駆動回路が提供される。このゲート駆動回路は、複数のグル
ープのゲート駆動信号を出力し、各グループのゲート駆動信号を独立駆動し、Ｐ型トラン
ジスタ用ゲート駆動信号とＮ型トランジスタ用ゲート駆動信号とを生成でき、ゲート駆動
信号のグループを走査信号用グループと発光制御信号用グループとに割り当てて、走査信
号と発光制御信号とを相互独立して生成して出力しうる。
【００２１】
　また、各グループのゲート駆動信号を生成するそれぞれの回路は、相互独立して構成さ
れ、別個の制御信号によって駆動されるように構成されていてもよい。
【００２２】
　また、上記回路は、パルス幅制御信号及びフレーム開始パルスを利用して、ゲート駆動
信号グループのパルス幅を調節するように構成されていてもよい。
【００２３】
　また、上記回路は、同時発光制御信号を利用して、前記複数のグループのゲート駆動信
号を同時に出力させるように構成されていてもよい。
【００２４】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、データライン及び走査
ラインの交差部に配され、自発光素子を含む複数の画素と、前記複数の画素のそれぞれに
前記走査ラインを通じて走査信号を出力し、発光制御ラインを通じて発光制御信号を出力
するゲート駆動部と、入力画像に対応するデータ信号を生成して、前記データラインを通
じて前記複数の画素のそれぞれに出力するデータ駆動部と、を備え、前記ゲート駆動部は
、前述したゲート駆動回路を備える有機電界発光表示装置が提供される。
【発明の効果】
【００２５】
　以上説明したように本発明によれば、Ｎ型トランジスタに画素回路が具現された発光表
示装置用ゲート駆動信号だけでなく、Ｐ型トランジスタで画素回路が具現された発光表示
装置用ゲート駆動信号も生成できるゲート駆動回路が提供される。
【００２６】
　また、制御信号を利用して、第１グループゲート駆動信号及び第２グループゲート駆動
信号を相互独立して駆動することによって、走査信号と発光制御信号とを単一ゲート駆動
回路で生成して出力できるゲート駆動回路が提供される。
【００２７】
　また、ゲート駆動信号のパルス幅を調節できるゲート駆動回路が提供される。さらに、
同時発光制御機能を備え、発光表示装置の画素を同時に発光させるように駆動できるゲー
ト駆動回路が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の一実施形態に係る発光表示装置の構造を示す図面である。
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【図２】本発明の一実施形態に係るゲート駆動回路の構造を示すブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態に係るゲート駆動回路が配されたゲート駆動部の構造を示す
図面である。
【図４】本発明の一実施形態に係るゲート駆動回路が配されたゲート駆動部の構造を示す
図面である。
【図５】Ｎ型トランジスタを駆動する駆動信号を生成するための動作を示すタイミング図
である。
【図６】Ｐ型トランジスタを駆動する駆動信号を生成するための動作を示すタイミング図
である。
【図７】本発明の一実施形態に関する、走査信号と発光制御信号とを独立して生成して出
力する動作を示すタイミング図である。
【図８】エッジラッチ動作を示すタイミング図である。
【図９】レベルラッチ動作を示すタイミング図である。
【図１０】本発明の一実施形態に係る同時発光動作を示すタイミング図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００３０】
　図１は、本発明の一実施形態に係る発光表示装置１００の構造を示した図面である。
【００３１】
　図１を参照すれば、本発明の一実施形態に係る発光表示装置１００は、データ駆動部１
２０及びゲート駆動部１３０ａを制御するためのタイミング制御部１１０、入力画像に対
応するデータ信号を、データラインＤ１～Ｄｍを通じて、複数の画素Ｐ１１～Ｐｎｍのそ
れぞれに出力するデータ駆動部１２０、複数の画素Ｐ１１～Ｐｎｍのそれぞれに走査ライ
ンＳ１～Ｓｎを通じて走査信号を出力し、発光制御ラインＥ１～Ｅｎを通じて発光制御信
号を出力するゲート駆動部１３０ａ、及び走査ラインＳ１～Ｓｎ、発光制御ラインＥ１～
Ｅｎ及びデータラインＤ１～Ｄｍと接続される画素Ｐ１１～Ｐｎｍを含む画素部１４０を
備える。
【００３２】
　画素部１４０は、走査ラインＳ１～Ｓｎ、発光制御ラインＥ１～Ｅｎ及びデータライン
Ｄ１～Ｄｍの交差部に位置する画素Ｐ１１～Ｐｎｍを備える。各画素Ｐ１１～Ｐｎｍは、
図１に示したように、ｍ＊ｎ行列状に配列されうる。各画素Ｐ１１～Ｐｎｍは、発光素子
を含み、画素Ｐ１１～Ｐｎｍには、外部から発光素子を発光させるための第１電圧Ｖｄ及
び第２電圧Ｖｓを供給される。また、各画素Ｐ１１～Ｐｎｍは、前記発光素子に駆動電流
又は電圧を供給して、前記発光素子をデータ信号に対応する輝度で発光させる。なお、前
記発光素子の種類は、発光表示装置１００の種類によって変わってもよい。例えば、本発
明の実施形態に係る発光表示装置１００は、有機電界発光表示装置であってもよい。この
場合、前記発光素子は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　
Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）でありうる。
【００３３】
　各画素Ｐ１１～Ｐｎｍは、データラインＤ１～Ｄｍを通じて伝達されるデータ信号に対
応して、第１電源電圧Ｖｄから有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）を経由して、第２電源電
圧Ｖｓに供給される電流量を制御する。そして、発光制御ラインＥ１～Ｅｎを通じて伝達
された発光制御信号によって、前記データ信号に対応する輝度の光を有機発光ダイオード
（ＯＬＥＤ）が発光する。
【００３４】
　タイミング制御部１１０は、ＲＧＢデータＤａｔａ、データ駆動部制御信号ＤＣＳを生
成してデータ駆動部１２０に出力し、ゲート駆動部制御信号ＤＩＯ１～２，ＣＰＶ１～４
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，ＥＤＣ１～２，ＳＥＬ，ＵＤ，ＡＬＬ，ＩＮＶ１～２を生成してゲート駆動部１３０ａ
に出力する。ゲート駆動部制御信号ＤＩＯ１～２，ＣＰＶ１～４，ＥＤＣ１～２，ＳＥＬ
，ＵＤ，ＡＬＬ，ＩＮＶ１～２は、本発明の実施形態に係るゲート駆動回路２００を制御
するための信号であり、それぞれの詳細な機能については、後述する。
【００３５】
　データ駆動部１２０は、ＲＧＢデータＤａｔａからデータ信号を生成し、データライン
Ｄ１～Ｄｍを通じて複数の画素Ｐ１１～Ｐｎｍに出力する。データ駆動部１２０は、ガン
マフィルタ、デジタル－アナログ変換回路を利用して、ＲＧＢデータＤａｔａからデータ
信号を生成できる。データ信号は、一水平周期の間、同じ行に位置した複数の画素にそれ
ぞれ出力されうる。また、データ信号を伝達する複数のデータラインＤ１～Ｄｍのそれぞ
れは、同じ列に位置した複数の画素に連結されうる。
【００３６】
　ゲート駆動部１３０ａは、ゲート駆動部制御信号ＤＩＯ１～２，ＣＰＶ１～４，ＥＤＣ
１～２，ＳＥＬ，ＵＤ，ＡＬＬ，ＩＮＶ１～２から走査信号及び発光制御信号を生成し、
走査ラインＳ１～Ｓｎ及び発光制御ラインＥ１～Ｅｎを通じて各画素Ｐ１１～Ｐｎｍに出
力する。走査ラインＳ１～Ｓｎのそれぞれは、そして、発光制御ラインＥ１～Ｅｎのそれ
ぞれは、同じ行に位置した複数の画素に連結されうる。走査ラインＳ１～Ｓｎと発光制御
ラインＥ１～Ｅｎとは、行を単位として順次に、又は同時にそれぞれ走査信号と発光制御
信号とを出力しうる。発光表示装置１００の具現例によって、ゲート駆動部１３０ａは、
追加的な駆動信号を生成して各画素Ｐ１１～Ｐｎｍに出力しうる。
【００３７】
　ゲート駆動部１３０ａに含まれた従来のゲート駆動回路は、液晶表示装置（ＬＣＤ：Ｌ
ｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：Ｔｈｉｎ
　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）を駆動するために開発されたため、ゲート駆動部１
３０ａの出力が液晶表示装置のＮＭＯＳ薄膜トランジスタのゲート端子を駆動することを
基本としている。そして、このようなゲート駆動部１３０ａの各チャネル別出力は、クロ
ック信号に同期化して同じパルス幅を維持しつつ、上チャネルから下チャネルに、又は下
チャネルから上チャネルに、順次に出力される。
【００３８】
　しかし、有機電界発光表示装置では、各画素Ｐ１１～Ｐｎｍの画素回路がＮＭＯＳだけ
でなく、ＰＭＯＳにも具現されうるため、液晶表示装置を基本としたゲート駆動部１３０
ａは、Ｐ型トランジスタで具現された画素回路を備える有機電界発光表示装置の駆動に不
適切である。
【００３９】
　また、有機電界発光表示装置の駆動のためには、データ信号を読み取るための走査信号
以外に、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）の発光に使われる発光制御信号も必要である。
また、発光制御信号のパルス幅を調節して有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）の発光時間を
調節する駆動技術も必要である。これは、有機発光ダイオードの寿命延長のための駆動技
術である。
【００４０】
　さらに、有機電界発光表示装置の発光方法によって、ゲート駆動部１３０ａのすべての
チャネルから発光制御信号を出力して、有機発光ダイオードを同時発光させる技術が必要
である。
【００４１】
　しかし、液晶表示装置に使われたゲート駆動回路は、前述した出力駆動技術を備えてい
ないため、有機電界発光表示装置を駆動するための新たな構造のゲート駆動回路が必要で
ある。
【００４２】
　本発明の実施形態は、自発光素子を備えた発光表示装置、例えば、有機電界発光表示装
置の駆動に必要な機能を提供するゲート駆動回路を提案するものである。
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【００４３】
　図２は、本発明の一実施形態に係るゲート駆動回路２００の構造を示したブロック図で
ある。
【００４４】
　本発明の一実施形態に係るゲート駆動部１３０ａは、少なくとも一つのゲート駆動回路
２００を備える。本実施形態に係るゲート駆動回路２００は、次のような機能を行える。
【００４５】
　・Ｐ型トランジスタを駆動する駆動信号とＮ型トランジスタを駆動する駆動信号とをそ
れぞれ生成する機能
　・走査信号と発光制御信号とを選択的に出力する機能
　・ゲート駆動信号のパルス幅を調節して出力する機能
　・ゲート駆動回路のすべての出力チャネルからゲート駆動信号を同時に出力する機能
【００４６】
　本実施形態に係るゲート駆動回路２００は、第１シフトレジスタ２１０、第２シフトレ
ジスタ２２０、第１インバータ２３０、第２インバータ２４０、レベルシフタ２５０、及
び出力バッファ２６０を備える。
【００４７】
　本実施形態に係るゲート駆動回路２００には、タイミング制御部１１０からゲート駆動
部制御信号ＤＩＯ１～２，ＣＰＶ１～４，ＥＤＣ１～２，ＳＥＬ，ＵＤ，ＡＬＬ，ＩＮＶ
１～２が入力されて前記機能を実現する。タイミング制御部１１０は、ゲート駆動回路２
００が特定機能を行うように、ゲート駆動部制御信号ＤＩＯ１～２，ＣＰＶ１～４，ＥＤ
Ｃ１～２，ＳＥＬ，ＵＤ，ＡＬＬ，ＩＮＶ１～２を調節してゲート駆動回路２００に出力
しうる。
【００４８】
　また、本実施形態に係るゲート駆動回路２００は、複数のグループのゲート駆動信号を
出力しうる。例えば、ゲート駆動回路２００の出力チャネルを奇数チャネルと偶数チャネ
ルとに分けて、独立して駆動しうる。以下、ゲート駆動回路２００が第１グループゲート
駆動信号Ｇ１，Ｇ３，…，Ｇｎ－１と第２グループゲート駆動信号Ｇ２，Ｇ４，…，Ｇｎ

とを相互独立して駆動する場合を例として説明する。なお、第１グループゲート駆動信号
は奇数のインデックスで表現し、第２グループゲート駆動信号は偶数のインデックスで表
現した。
【００４９】
　第１グループゲート駆動信号Ｇ１，Ｇ３，…，Ｇｎ－１は、第１シフトレジスタ２１０
、第１インバータ２３０、レベルシフタ２５０、及び出力バッファ２６０を通じて出力さ
れる。第２グループゲート駆動信号Ｇ２，Ｇ４，…，Ｇｎは、第２シフトレジスタ２２０
、第２インバータ２４０、レベルシフタ２５０、及び出力バッファ２６０を通じて出力さ
れる。
【００５０】
　第１シフトレジスタ２１０及び第２シフトレジスタ２２０は、それぞれ第１グループゲ
ート駆動信号Ｇ１，Ｇ３，…，Ｇｎ－１及び第２グループゲート駆動信号Ｇ２，Ｇ４，…
，Ｇｎを独立して制御できるように、相互独立して駆動するように設計される。第１シフ
トレジスタ２１０には、第１フレーム開始パルス入力端子ＤＩＯ１と第１フレーム開始パ
ルス出力端子ＤＯＩ１とが備えられる。第２シフトレジスタ２２０には、第２フレーム開
始パルス入力端子ＤＩＯ２と第２フレーム開始パルス出力端子ＤＯＩ２とが備えられる。
また、第１シフトレジスタ２１０には、少なくとも一つの第１シフトレジスタクロック端
子が備えられ、第２シフトレジスタ２２０には、少なくとも一つの第２シフトレジスタク
ロック端子が備えられる。
【００５１】
　このような構成によって、第１シフトレジスタ２１０及び第２シフトレジスタ２２０は
、別個のフレーム開始パルス及びクロック信号によって独立して動作する。本明細書では



(10) JP 5765761 B2 2015.8.19

10

20

30

40

50

、第１シフトレジスタ２１０の第１シフトレジスタクロック端子に第１クロック信号ＣＰ
Ｖ１及び第２クロック信号ＣＰＶ２が入力され、第２シフトレジスタ２２０の第２シフト
レジスタクロック端子に第３クロック信号ＣＰＶ３及び第４クロック信号ＣＰＶ４が入力
される場合を例として説明する。各シフトレジスタ２１０，２２０に入力されるクロック
信号の数は、具現例によって変わりうる。
【００５２】
　本実施形態によれば、フレーム開始パルスが第１シフトレジスタ２１０及び第２シフト
レジスタ２２０にそれぞれ独立して印加されることによって、第１フレーム開始パルスＤ
ＩＯ１及び第２フレーム開始パルスＤＩＯ２が活性化される時点とフレーム開始パルスの
パルス幅とをそれぞれ独立して制御しうる。
【００５３】
　また、第１シフトレジスタ２１０及び第２シフトレジスタ２２０にクロック信号が独立
して印加されることによって、第１シフトレジスタ２１０及び第２シフトレジスタ２２０
のタイミング、すなわち、クロック信号のパルス幅と位相とを独立して制御しうる。この
ような構成によって、第１グループゲート駆動信号Ｇ１，Ｇ３，…，Ｇｎ－１及び第２グ
ループゲート駆動信号Ｇ２，Ｇ４，…，Ｇｎが互いにオーバーラップを有するように駆動
するか、又は互いに位相差を有するように駆動しうる。また、第１シフトレジスタ２１０
及び第２シフトレジスタ２２０には、それぞれ複数のクロック信号が印加されうるが、こ
のような構成によって、一つのグループ内のゲート駆動信号（例えば、Ｇ１，Ｇ３，…，
Ｇｎ－１）が互いにオーバーラップを有するように駆動するか、又は互いに位相差を有す
るように駆動しうる。
【００５４】
また、第１シフトレジスタ２１０及び第２シフトレジスタ２２０のクロック信号とフレー
ム開始パルスとをそれぞれ独立して制御し、各シフトレジスタが異なる種類のゲート駆動
信号、例えば、それぞれ走査信号及び発光制御信号を生成するように駆動しうる。
【００５５】
　第１シフトレジスタ２１０は、第１フレーム開始パルスＤＩＯ１、第１クロック信号Ｃ
ＰＶ１及び第２クロック信号ＣＰＶ２によって、第１シフトレジスタ出力ＳＲｏｄｄ［ｎ
／２：１］を生成して第１インバータ２３０に出力する。第２シフトレジスタ２２０は、
第２フレーム開始パルスＤＩＯ２、及び第３クロック信号ＣＰＶ３及び第４クロック信号
ＣＰＶ４によって、第２シフトレジスタ出力ＳＲｅｖｅｎ［ｎ／２：１］を生成して第２
インバータ２４０に出力する。
【００５６】
　第１インバータ２３０及び第２インバータ２４０は、第１反転制御信号ＩＮＶ１及び第
２反転制御信号ＩＮＶ２に応答して、相互独立して動作する。第１インバータ２３０は、
第１反転制御信号ＩＮＶ１が活性化されれば、第１シフトレジスタ出力ＳＲｏｄｄ［ｎ／
２：１］を反転してレベルシフタ２５０に出力し、第１反転制御信号ＩＮＶ１が非活性化
されれば、第１シフトレジスタ出力ＳＲｏｄｄ［ｎ／２：１］をそのままレベルシフタ２
５０に伝達する。第２インバータ２４０は、第２反転制御信号ＩＮＶ２が活性化されれば
、第２シフトレジスタ出力ＳＲｅｖｅｎ［ｎ／２：１］を反転してレベルシフタ２５０に
出力し、第２反転制御信号ＩＮＶ２が非活性化されれば、第２シフトレジスタ出力ＳＲｅ

ｖｅｎ［ｎ／２：１］をそのままレベルシフタ２５０に伝達する。
【００５７】
　レベルシフタ２５０は、第１インバータ２３０及び第２インバータ２４０から出力され
た入力信号ＩＶｏｄｄ［ｎ／２：１］及びＩＶｅｖｅｎ［ｎ／２：１］の電圧レベルをゲ
ートオン電圧ＶＧＨ及びゲートオフ電圧ＶＧＬによって調節して出力バッファ２６０に伝
達する。
【００５８】
　出力バッファ２６０は、レベルシフタ２５０から出力された入力信号ＬＳ［ｎ：１］を
臨時保存し、第１及び第２グループゲート駆動信号Ｇ１～Ｇｎとしてゲート駆動信号出力
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チャネルを通じて出力する。第１及び第２グループゲート駆動信号Ｇ１～Ｇｎは、具現例
によって、画素部１４０に連結された走査ラインＳ１～Ｓｎ又は発光制御ラインＥ１～Ｅ

ｎに出力される。
【００５９】
　出力チャネル選択信号ＳＥＬは、ゲート駆動回路２００で活性化される出力チャネル数
又は出力チャネル組み合わせを決定する。図３は、本発明の一実施形態に係るゲート駆動
回路２００が配されたゲート駆動部１３０ａの構造を示した図面である。
【００６０】
　図３に示したように、ゲート駆動部１３０ａは、パネル３１０の一側面に配された複数
のゲート駆動回路２００ａ～２００ｄを備え、各ゲート駆動回路２００ａ～２００ｄは、
複数の走査ラインＳ１～Ｓｎ及び／又は複数の発光制御ラインＥ１～Ｅｎを区域別に分け
て駆動しうる。また、複数のゲート駆動回路２００ａ～２００ｄのゲート駆動信号出力チ
ャネルの数は、発光表示装置１００の解像度によって決定されうる。しかし、解像度によ
ってゲート駆動回路２００をゲート駆動部１３０ａに配すれば、ゲート駆動回路２００の
ゲート駆動信号出力チャネルが余る場合があるが、このような場合、一部のゲート駆動信
号出力チャネルを非活性化させねばならない。このために、出力チャネル選択信号ＳＥＬ
は、ゲート駆動回路２００で活性化される出力チャネル数又は出力チャネル組み合わせを
決定する。出力チャネル選択信号ＳＥＬは、複数のビットを含み、出力チャネル数又は出
力チャネル組み合わせを多様に決定しうる。
【００６１】
　走査方向制御信号ＵＤは、ゲート駆動回路２００のゲート駆動信号出力チャネルからゲ
ート駆動信号が出力される順序を制御する。図４は、本発明の一実施形態に係るゲート駆
動回路２００が配されたゲート駆動部１３０ａ，１３０ｂの構造を示した図面である。
【００６２】
　図４に示したように、ゲート駆動回路２００は、パネル３１０の一側面のみに配されず
、両側面に配されうる。大型発光表示装置１００を駆動する場合、ゲート駆動回路２００
が駆動する走査ラインＳ１～Ｓｎ及び発光制御ラインＥ１～Ｅｎの長さが長くなり、ロー
ドが大きくなり、１水平周期が長くなる。これにより、ゲート駆動回路２００と遠く離隔
された画素では、駆動信号が歪曲されて画質が低下する恐れがある。これを防止するため
に、図４に示したように、ゲート駆動回路２００ｅ，２００ｆをパネル３１０の両側面に
配置し、両側のゲート駆動回路２００を同期化させて駆動しうる。このとき、左側に配さ
れたゲート駆動部１３０ａに含まれたゲート駆動回路２００ｅは、第１ゲート駆動信号Ｇ

１出力チャネルから第ｎゲート駆動信号Ｇｎ出力チャネル方向にゲート駆動信号が順次に
出力される。一方、右側に配されたゲート駆動部１３０ｂに含まれたゲート駆動回路２０
０ｆは、第ｎゲート駆動信号Ｇｎ出力チャネルから第１ゲート駆動信号Ｇ１出力チャネル
方向にゲート駆動信号が順次に出力される。
【００６３】
　すなわち、左側に配されたゲート駆動回路２００ｅと右側に配されたゲート駆動回路２
００ｆとの走査方向が変わる。このように、ゲート駆動回路２００の走査方向を制御する
ために、走査方向制御信号ＵＤを利用する。走査方向は、制御信号ＵＤレベルによって決
定されうる。例えば、走査方向制御信号ＵＤがハイレベルである場合、第１ゲート駆動信
号Ｇ１の出力チャネルから第ｎゲート駆動信号Ｇｎの出力チャネル方向にゲート駆動信号
が順次に出力され、走査方向制御信号ＵＤがローレベルである場合、第ｎゲート駆動信号
Ｇｎの出力チャネルから第１ゲート駆動信号Ｇ１の出力チャネル方向にゲート駆動信号が
順次に出力されうる。
【００６４】
　また、ゲート駆動回路２００に電源電圧の役割を行う第１電源電圧Ｖｄｄ及び第２電源
電圧Ｖｓｓが供給される（図２を参照）。
【００６５】
　以下、本実施形態に係るゲート駆動回路の前記機能を詳細に説明する。
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【００６６】
　第一に、Ｐ型トランジスタを駆動する駆動信号とＮ型トランジスタを駆動する駆動信号
とをそれぞれ生成する機能について説明する。
【００６７】
　図５は、Ｎ型トランジスタを駆動する駆動信号を生成するための動作を示したタイミン
グ図である。以下のタイミング図では、説明の便宜上、二つの第１グループ駆動信号Ｇ１

及びＧ３及び二つの第２グループ駆動信号Ｇ２及びＧ４のみを示した。また、各駆動信号
を第１ゲート駆動信号Ｇ１、第２ゲート駆動信号Ｇ２、第３ゲート駆動信号Ｇ３、及び第
４ゲート駆動信号Ｇ４と称す。
【００６８】
　本実施形態に係るゲート駆動回路２００は、Ｎ型トランジスタを基本として、ゲート駆
動信号Ｇ１～Ｇｎを生成できる。すなわち、第１インバータ２３０及び第２インバータ２
４０で、Ｎ型トランジスタ用駆動信号を生成する場合は、第１シフトレジスタ２１０及び
第２シフトレジスタ２２０の出力ＳＲｏｄｄ［ｎ／２：１］及びＳＲｅｖｅｎ［ｎ／２：
１］を反転せずにそのまま伝達し、Ｐ型トランジスタ用駆動信号を生成する場合は、第１
シフトレジスタ２１０及び第２シフトレジスタ２２０の出力ＳＲｏｄｄ［ｎ／２：１］及
びＳＲｅｖｅｎ［ｎ／２：１］を反転して出力する。
【００６９】
　しかし、これは本発明の一実施形態であり、ゲート駆動回路２００を、Ｐ型トランジス
タを基本として具現することも可能である。以下、Ｎ型トランジスタを基本として、ゲー
ト駆動信号Ｇ１～Ｇｎを生成するゲート駆動回路２００を例として説明する。
【００７０】
　第１及び第２グループゲート駆動信号Ｇ１～ＧｎがＮ型トランジスタを駆動するゲート
駆動信号である場合、第１反転制御信号ＩＮＶ１及び第２反転制御信号ＩＮＶ２を非活性
化させ、第１シフトレジスタ２１０及び第２シフトレジスタ２２０の出力ＳＲｏｄｄ［ｎ
／２：１］及びＳＲｅｖｅｎ［ｎ／２：１］を、第１インバータ２３０、第２インバータ
２４０、レベルシフタ２５０、及び出力バッファ２６０を通じてそのまま出力する。
【００７１】
　図５に示したように、Ｎ型トランジスタに対する駆動信号を生成するために、第１反転
制御信号ＩＮＶ１及び第２反転制御信号ＩＮＶ２は、ローレベルに非活性化され、第１～
第４ゲート駆動信号Ｇ１～Ｇ４出力チャネルを通じて、Ｎ型トランジスタのための駆動信
号が出力される。第１～第４駆動信号Ｇ１～Ｇ４は、該当走査ライン（例えば、Ｓ１～Ｓ

４）に出力される。
【００７２】
　図５を利用して、例示的な駆動例を説明する。第１フレーム開始パルスＤＩＯ１が活性
化されるＴ１区間の間、第１クロック信号ＣＰＶ１のパルスに応答して、第１駆動信号Ｇ

１がハイレベルに活性化され（ａ１）、第２クロック信号ＣＰＶ２のパルスに応答して、
第３駆動信号Ｇ３がハイレベルに活性化される（ａ２）。第２フレーム開始パルスＤＩＯ
２が活性化されるＴ２区間の間、第３クロック信号ＣＰＶ３のパルスに応答して、第２駆
動信号Ｇ２がハイレベルに活性化され（ａ３）、第４クロック信号ＣＰＶ４のパルスに応
答して、第４駆動信号Ｇ４がハイレベルに活性化される（ａ４）。また、出力チャネル選
択機能は、活性化されず、出力チャネル選択信号ＳＥＬ１及びＳＥＬ２は、ローレベルに
非活性化され、走査方向制御信号ＵＤは、第１方向に当たるハイレベルに設定され、同時
発光制御機能は非活性化されて、同時発光制御信号ＡＬＬがハイレベルに非活性化された
。パルス幅制御機能は非活性化されて、第１パルス幅制御信号ＥＤＣ１及び第２パルス幅
制御信号ＥＤＣ２は、ローレベルに非活性化された。
【００７３】
　図６は、Ｐ型トランジスタを駆動する駆動信号を生成するための動作を示したタイミン
グ図である。
【００７４】
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　第１及び第２グループゲート駆動信号Ｇ１～ＧｎがＰ型トランジスタを駆動する駆動信
号である場合、第１反転制御信号ＩＮＶ１及び第２反転制御信号ＩＮＶ２を活性化させて
、第１シフトレジスタ２１０及び第２シフトレジスタ２２０の出力ＳＲｏｄｄ［ｎ／２：
１］及びＳＲｅｖｅｎ［ｎ／２：１］を第１インバータ２３０及び第２インバータ２４０
で反転し、レベルシフタ２５０及び出力バッファ２６０を通じて出力する。
【００７５】
　図６に示したように、Ｐ型トランジスタに対する駆動信号を生成するために、第１反転
制御信号ＩＮＶ１及び第２反転制御信号ＩＮＶ２は、ハイレベルに活性化され、第１～第
４ゲート駆動信号Ｇ１～Ｇ４の出力チャネルを通じてＰ型トランジスタのための駆動信号
が出力される。第１～第４駆動信号Ｇ１～Ｇ４は、該当走査ライン（例えば、Ｓ１～Ｓ４

）に出力される。
【００７６】
　図６を利用して、例示的な駆動例を説明する。第１フレーム開始パルスＤＩＯ１が活性
化されるＴ１区間の間、第１クロック信号ＣＰＶ１のパルスに応答して、第１駆動信号Ｇ

１がローレベルに活性化され（ｂ１）、第２クロック信号ＣＰＶ２のパルスに応答して、
第３駆動信号Ｇ３がローレベルに活性化される（ｂ２）。第２フレーム開始パルスＤＩＯ
２が活性化されるＴ２区間の間、第３クロック信号ＣＰＶ３のパルスに応答して、第２駆
動信号Ｇ２がローレベルに活性化され（ｂ３）、第４クロック信号ＣＰＶ４のパルスに応
答して、第４駆動信号Ｇ４がローレベルに活性化される（ｂ４）。また、出力チャネル選
択機能は、活性化されず、出力チャネル選択信号ＳＥＬ１及びＳＥＬ２は、ローレベルに
非活性化され、走査方向制御信号ＵＤは、第１方向に当たるハイレベルに設定され、同時
発光制御機能は非活性化されて、同時発光制御信号ＡＬＬがハイレベルに非活性化された
。パルス幅制御機能は非活性化されて、第１パルス幅制御信号ＥＤＣ１及び第２パルス幅
制御信号ＥＤＣ２は、ローレベルに非活性化された。
【００７７】
　第二に、走査信号と発光制御信号とを選択的に出力する機能と、ゲート駆動信号のパル
ス幅を調節して出力する機能とについて説明する。
【００７８】
　本実施形態に係るゲート駆動回路２００は、第１グループゲート駆動信号Ｇ１，Ｇ３，
…，Ｇｎ－１は、走査信号として駆動し、第２グループゲート駆動回路Ｇ２，Ｇ４，…，
Ｇｎは、発光制御信号として駆動しうる。第１シフトレジスタ２１０及び第２シフトレジ
スタ２２０は、それぞれ独立して動作するように設計されるため、第１シフトレジスタ２
１０及び第２シフトレジスタ２２０に入力されるクロック信号ＣＰＶ１～ＣＰＶ４、フレ
ーム開始パルスＤＩＯ１，ＤＩＯ２、及びパルス幅制御信号ＥＤＣ１，ＥＤＣ２をそれぞ
れ調節して、第１シフトレジスタ２１０及び第２シフトレジスタ２２０のうち一つは、走
査信号駆動用として利用し、他の一つは、発光制御信号駆動用として利用しうる。また、
走査信号又は発光制御信号を生成するために、第１インバータ２３０及び第２インバータ
２４０に入力される第１反転制御信号ＩＮＶ１及び第２反転制御信号ＩＮＶ２を制御しう
る。
【００７９】
　図７は、本発明の一実施形態によって、走査信号と発光制御信号とを独立して生成して
出力する動作を示したタイミング図である。図７では、第１グループゲート駆動信号Ｇ１

及びＧ３は、Ｐ型トランジスタ用走査信号として駆動し、第２グループゲート駆動信号Ｇ

２及びＧ４は、Ｐ型トランジスタ用発光制御信号として駆動した例を示す。
【００８０】
　第１フレーム開始パルスＤＩＯ１が活性化されるＴ１区間の間、第１クロック信号ＣＰ
Ｖ１のパルスに応答して、第１駆動信号Ｇ１がローレベルに活性化され（ｃ１）、第２ク
ロック信号ＣＰＶ２のパルスに応答して、第３駆動信号Ｇ３がローレベルに活性化される
（ｃ２）。第１グループ走査信号Ｇ１及びＧ３は、Ｐ型トランジスタ用走査信号として駆
動されるため、第１反転制御信号ＩＮＶ１は、ハイレベルに活性化される。また、本実施
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形態では、走査信号の駆動時にパルス幅調節機能を利用しないため、第１パルス幅制御信
号ＥＤＣ１は、ローレベルに非活性化される。
【００８１】
　第２シフトレジスタ２２０は、活性化されたパルス幅制御信号ＥＤＣ２を入力され、第
３クロック信号ＣＰＶ３及び第４クロック信号ＣＰＶ４の立ち上がりエッジ又は立ち下が
りエッジをラッチするエッジラッチとして動作する。レベルラッチ及びエッジラッチにつ
いて、図８及び図９を利用して説明する。
【００８２】
　第１シフトレジスタ２１０及び第２シフトレジスタ２２０は、第１パルス幅制御信号Ｅ
ＤＣ１又は第２パルス幅制御信号ＥＤＣ２によってエッジラッチやレベルラッチとして動
作しうる。
【００８３】
　図８に示したように、第１シフトレジスタ２１０又は第２シフトレジスタ２２０がエッ
ジラッチとして動作する場合、フレーム開始パルスＤＩＯが活性化された区間の間、立ち
上がりエッジ又は立ち下がりエッジに同期化されてゲート駆動信号Ｇ１～Ｇ４が出力され
る。図８は、立ち上がりエッジに同期されてエッジラッチされる場合を示す。第１シフト
レジスタ２１０又は第２シフトレジスタ２２０が立ち上がりエッジに同期してエッジラッ
チとして動作する場合、各ゲート駆動信号Ｇ１～Ｇ４のパルス幅は、フレーム開始パルス
ＤＩＯの幅内に入るクロック信号ＣＰＶの周期数ほどの幅に出力される。
【００８４】
　図９に示したように、第１シフトレジスタ２１０又は第２シフトレジスタ２２０がレベ
ルラッチとして動作する場合、フレーム開始パルスＤＩＯが活性化された区間の間、クロ
ック信号ＣＰＶのパルス幅と同じレベルに同期化されてゲート駆動信号Ｇ１～Ｇ４が出力
される。
【００８５】
　本発明の実施形態では、パルス幅制御信号ＥＤＣ１及びＥＤＣ２を利用して、エッジラ
ッチ機能及びレベルラッチ機能を選択的に活性化させる。例えば、パルス幅制御信号ＥＤ
Ｃ１及びＥＤＣ２を非活性化させて、シフトレジスタ２１０，２２０をレベルラッチとし
て利用し、パルス幅制御信号ＥＤＣ１及びＥＤＣ２を活性化させて、シフトレジスタ２１
０，２２０をエッジラッチとして利用する。特に、本発明の実施形態では、シフトレジス
タ２１０，２２０をエッジラッチとして利用して、ゲート駆動信号Ｇ１～Ｇｎのパルス幅
を調節しうる。
【００８６】
　図７に戻って、発光制御信号駆動及びパルス幅制御についてさらに詳細に説明する。
【００８７】
　図７に示した具現例で、第２グループゲート駆動信号Ｇ２及びＧ４は、発光制御信号と
して駆動され、第２シフトレジスタ２２０及び第２インバータ２４０は、発光制御信号駆
動用として利用される。発光制御信号は、非活性化される区間、すなわち、発光素子が発
光しない区間のタイミングが制御されるため、第２反転制御信号ＩＮＶ２を非活性化させ
て、発光制御信号が非活性化される区間、すなわち、ハイレベルの区間を制御する。
【００８８】
　また、第２シフトレジスタ２２０をエッジラッチとして利用するために、第２パルス幅
制御信号ＥＤＣ２がハイレベルに活性化される。パルス幅は、第２フレーム開始パルスＤ
ＩＯ２が活性化される区間の幅によって決定される。図７の例で、第２フレーム開始パル
スＤＩＯ２は、Ｔ３区間の間に活性化され、第２フレーム開始パルスＤＩＯ２のパルス幅
によって、第２ゲート駆動信号Ｇ２のパルス幅Ｔ４及び第４ゲート駆動信号Ｇ４のパルス
幅Ｔ５が決定される。すなわち、第２フレーム開始パルスＤＩＯ２が活性化されたＴ３区
間の間、第３クロック信号ＣＰＶ３の立ち上がりエッジに同期化されて、第２ゲート駆動
信号Ｇ２がハイレベルに活性化され（ｃ３）、第２ゲート駆動信号Ｇ２のハイレベルのパ
ルス幅は、第２フレーム開始パルスＤＩＯ２が活性化されたＴ３区間内に入る第３クロッ
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ク信号ＣＰＶ３の周期数ほどの幅Ｔ４となる。
【００８９】
　また、第２フレーム開始パルスＤＩＯ２が活性化されたＴ３区間の間、第４クロック信
号ＣＰＶ４の立ち上がりエッジに同期化されて、第４ゲート駆動信号Ｇ４がハイレベルに
活性化され（ｃ４）、第４ゲート駆動信号Ｇ４のハイレベルのパルス幅は、第２フレーム
開始パルスＤＩＯ２が活性化されたＴ３区間内に入る第４クロック信号ＣＰＶ４の周期数
ほどの幅Ｔ５となる。
【００９０】
　本実施形態では、発光制御信号のパルス幅を調節する構成について説明したが、走査信
号のパルス幅を調節する構成も可能である。走査信号のパルス幅は、オーバーラップ駆動
のために調節され、本実施形態は、このような走査信号パルス幅調節機能を提供する。
【００９１】
　第三に、ゲート駆動回路のすべての出力チャネルからゲート駆動信号を同時に出力する
機能について説明する。
【００９２】
　アクティブマトリックス（ＡＭ：Ａｃｔｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ）方式発光表示装置１０
０では、各画素Ｐ１１～Ｐｎｍで保存キャパシタを備え、保存キャパシタにデータ信号に
対応する電圧を保存し、各画素Ｐ１１～Ｐｎｍの発光素子を駆動しうる。しかし、多様な
表示方式が要求されつつ、すべての画素Ｐ１１～Ｐｎｍを同時に発光する表示方式も要求
されている。このために、すべての画素Ｐ１１～Ｐｎｍの保存キャパシタにそれぞれのデ
ータ信号に当たる電圧を保存し、すべての画素Ｐ１１～Ｐｎｍに対する発光制御信号を同
時に活性化させて、すべての画素Ｐ１１～Ｐｎｍを同時に発光しうる。本実施形態は、こ
のような同時発光表示方式のための同時発光機能を提供する。例えば、同時発光制御信号
ＡＬＬが非活性化されれば、ゲート駆動信号Ｇ１～Ｇｎを順次に出力し、同時発光制御信
号ＡＬＬが活性化されれば、ゲート駆動信号Ｇ１～Ｇｎを同時に活性化させて出力しうる
。また、同時発光制御信号ＡＬＬは、パルス幅制御信号ＥＤＣ１及びＥＤＣ２と連動して
、表１に表現されたロジックとして動作しうる。
【００９３】

【表１】

 
【００９４】
　このようなロジックは、所定の論理回路を利用して具現しうる。
【００９５】
　図１０は、本発明の一実施形態に係る同時発光動作を示したタイミング図である。
【００９６】
　同時発光のために、同時発光制御信号ＡＬＬがローレベルに活性化される。また、第１
及び第２パルス幅制御信号ＥＤＣ１及びＥＤＣ２がいずれもハイレベルに活性化されたの
で、表１に示したように、すべてのゲート駆動信号が同時発光動作を行う。
【００９７】
　また、第１シフトレジスタ２１０は、第１クロック信号ＣＰＶ１及び第２クロック信号
ＣＰＶ２に応答して、エッジラッチとして動作し、第１ゲート駆動信号Ｇ１及び第３ゲー
ト駆動信号Ｇ３を生成して出力する（ｄ１，ｄ２）。第２シフトレジスタ２２０は、第３
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作し、第２ゲート駆動信号Ｇ２及び第４ゲート駆動信号Ｇ４を生成して出力する（ｄ３，
ｄ４）。
【００９８】
　第１ゲート駆動信号Ｇ１及び第２ゲート駆動信号Ｇ２のパルス幅Ｔ７、第３ゲート駆動
信号Ｇ３及び第４ゲート駆動信号Ｇ４のパルス幅Ｔ８は、第１フレーム開始パルスＤＩＯ
１及び第２フレーム開始パルスＤＩＯ２の幅Ｔ６の区間内に入る第１クロック信号ＣＰＶ
１及び第２クロック信号ＣＰＶ２、第３クロック信号ＣＰＶ３及び第４クロック信号ＣＰ
Ｖ４の周期数ほどの幅によって決定される。
【００９９】
　前述した実施形態で、ＳＥＬ１、ＳＥＬ２、ＩＮＶ１、ＩＮＶ２、ＥＤＣ１、ＥＤＣ２
は、ハイレベルを活性化されたレベルと記述し、ローレベルを非活性化されたレベルと記
述し、ＡＬＬは、ハイレベルを非活性化されたレベルと記述し、ローレベルを活性化され
たレベルと記述したが、このような信号の活性化レベルと非活性化レベルとは、設計者に
よって任意に決定されうる。
【０１００】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例又は修正例に想到し得ることは明らかであり、それら
についても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【符号の説明】
【０１０１】
　１００　　装置
　２００　　ゲート駆動回路
　２１０　　第１シフトレジスタ
　２２０　　第２シフトレジスタ
　２３０　　第１インバータ
　２４０　　第２インバータ
　２５０　　レベルシフタ
　２６０　　出力バッファ
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